



















確にはなっていない. 我々の研究の⽬的は, NHF 併⽤での運動が⾻格筋組織酸素化(TOI)
に与える影響に関して検討することである. 
【⽅法】対象は安定期呼吸器疾患患者 12 名(慢性閉塞性肺疾患:9 名,間質性肺疾患:3 名)と
した. 本研究は森ノ宮医療⼤学(2018-126), 星ヶ丘医療センター(HG-IRB1816), 両所属機
関倫理委員会の承認を得た. 機器は NHF(AirVO2)と組織酸素モニタ(NIRO200-NX)を使⽤
した. NHF はフィッシャーパイケル製 AIRVO2 を使⽤, 組織酸素モニタは浜松ホトニクス
社製 NIRO200-NX を使⽤した. NHF ⾮装着下（Control）と NHF30L, 40L, 50L/min の４
条件で運動中の両外側広筋組織酸素化を計測した. 運動は⾃転⾞エルゴメータを使⽤し AT 
レベルでの定常負荷とした.解析は運動開始から運動中の TOI 最下点までの傾斜(TOI 
slope) を計測した. TOI Slope の平均値と各項⽬との関連を検討した. 統計処理は
Freedman 検定を⾏い, その後, 多重⽐較法として Bonferroni 法を実施した. TOI slope と
各因⼦と 
の相関は Spearman の順位相関係数を算出した. 
【結果】Control と NHF 使⽤での運動時間の関係は, NHF を使⽤することで 12 例中 6 
例が運動時間の延⻑を認めた. Control と 30L/min, 40L/min, 50L/min をそれぞれ⽐較す
ると, 30L/min で 2 名, 40L/min で 5 名, 50L/min で 6 名が運動時間の延⻑が得られた. 
TOI slope(Control)と下肢疲労感との間に相関(p=0.026,ρ＝-0.693)が認められたが,その
他の項⽬では相関は認められなかった.4 条件での反応を⽐較すると、TOI Slope は
Control: − 0.041±0.058%/s,30L/min: − 0.031±0.048%/s , 40L/min:−0.024±0.043%/s, 
50L/min:−0.019±0.035%/s でControl よりも50L/min を使⽤した⽅が運動時のTOI の
低 下 の 傾 斜 は 緩 や か に な っ て い た . (p=0.009) ま た , 運 動 終 了 時 の 下 肢 疲 労 感
Control:3.6±2.0, 30L/min:3.4±1.9, 40L/min:2.8±1.7,50L/min:2.4±1.5 で Control より
も 50L/min を使⽤した⽅が運動時の下肢疲労感は軽減した(p=0.034). 
【考察】⼀般的に NHF は呼気終末陽圧効果(Positive End-Expiratory Pressure: 以下 PEEP)
が期待できるとされている. 上気道レベルでの PEEP 効果に関して, 流量 30L/min から
50L/min で検証した研究では,流量が上昇するほど呼気時の上気道圧が上昇したとの報告




 Harms によると呼吸抵抗を加えて運動させた時, 下肢の⾎流量が低下し, 運動パフォー
マンスが制限されることが報告されている.今回、NHF を使⽤することで呼吸仕事量を軽
減し下肢⾎流量の低下を防いだことで, 運動中に⾻格筋がアシドーシスになりにくくなり、
運動時の TOI slope の改善, 下肢疲労感の改善につながったと推察する. 
【結論】NHF 併⽤での運動は TOI Slope の低下を改善し, 下肢疲労を軽減させる可能性が





筆者は呼吸器疾患患者に対し NHF の流量を 30L/min,40L/min,50L/min に変え、⾃転⾞エ
ルゴメーターによる定常運動での外側広筋の組織酸素濃度(TOI)を計測した。解析は運動開
始から運動中の TOI 最下点までの傾斜(TOI slope)を算出した。結果、NHF 併⽤により 12
例中６例で運動時間の延⻑がみられ、TOI slope は NHF ⾮装着下（Control） よりも
50L/min を使⽤した⽅が緩やかであること(p=0.009)、また、運動終了時の下肢疲労感は























ィー（Shear wave elastography）を⽤いて検討した。 
【⽅法】Shear wave の伝搬速度（伝搬速度 Vs 値；m/sec）を両葉 5 回測定し平均値を算出
した。評価項⽬としては、バセドウ病群、慢性甲状腺炎群、正常対照群の伝搬速度 Vs 値の
⽐較、甲状腺体積、甲状腺実質の⾎流評価年齢および性別、甲状腺⾎液検査について⽐較検
討した。年齢および性別と伝搬速度 Vs 値との関係性についても調査を⾏った。 
【結果】伝搬速度 Vs 値の加齢による影響では、加齢に伴い伝搬速度 Vs 値が⾼値を⽰した。
伝搬速度 Vs 値と性別の関係性を⾒たところ、男性（右葉 1.50 m/s 左葉 1.51 m/sec）に対
し、⼥性では（右葉 1. 88m/s 左葉 1.76 m/sec）、と⼥性で伝搬速度 Vs が⾼値を⽰した。 
正常群とバセドウ病と慢性甲状腺炎の⽐較では、慢性甲状腺炎が最も伝搬速度 Vs 値が⾼く、
次いでバセドウ病となり、正常対照が最も低値を⽰した。また、群間⽐較では、正常群と慢
性甲状腺炎群との間に有意差を認めた（右葉 p = 0.001、左葉 p = 0.000）。 
【考察・結論】今回の検討では、加齢によって伝搬速度 Vs 値が⾼値を⽰し、⼥性で伝搬速
度 Vs 値が⾼くなる性差が認められたが、その理由として先⾏研究から、甲状腺ホルモン特




伝搬速度 Vs 値の検査意義を⾼めるものであった。 
 
審査結果 
 Shear wave elastography は、肝臓実質の肝硬変の判定や甲状腺腫瘍、乳腺腫瘍の診断に広
く⽤いられている⼿法である。現在では肝臓を対象とした保険適応となり多くの臨床で⽤

























【⽅法】対象は健常若年者 51 名 102 ⾜とした。⾮荷重および 90%荷重時の SL 厚(以下 NSL、
WSL)を、US を⽤いて⻑軸で描出した。SL は距⾻頭上を乗り越える⾼エコーの線維束と定
義され、SL 厚は距⾻頭上の軟⾻の表層から後脛⾻筋腱の深層に位置する gliding layer と呼
ばれる結合組織までの距離として計測された。⾜部アーチ形態の評価は、荷重による⾈状⾻
⾼変化をみる Navicular Drop test、体重の 10%と 90%の荷重を⾏った際の⾜⻑と⾜の甲⾼
の⽐率 (以下 AHI10 、AHI90 )、および⾜部アーチの flexibility を Arch height flexibility を
⽤いて計測した。 
【結果】SL 厚（NSL/WSL）は、2.3±0.4mm / 2.1±0.3mm であり、有意差が認められた。
性別毎に確認すると、男性 2.4±0.4mm/ 2.3±0.3mm、⼥性 2.1±0.3 mm/1.9±0.3mm で
SL 厚に性差が認められた。SL 厚と⾜部アライメントの関係では、AHI 10 にのみ弱い正の
相関(r=0.23)が認められた。 
【考察】本研究では、荷重による SL 厚変化は有意であったものの、予備的研究による NSL
の最⼩可検変化量が 0.28mm であることから、厚みが変化したとは⾔えない。よって、SL
が⽣体において弾性の低い組織であることが明らかとなった。 






























【⽅法】1) アンケート調査の実施：対象は本学の鍼灸学⽣（男性 109 名、⼥性 54 名、年
齢 20.07±2.03 歳）合計 163 名とした。職業性ストレス簡易調査票をもとに作成した⼤学⽣
ストレス簡易調査票 53 問、BDI 質問紙 21 項⽬の計 74 問を⽤いアンケート調査を⾏った。 
2) ストレスマーカー値の測定と⾆診：1)のアンケートに回答した者で研究の賛同を得られ







45.27±6.14、特性不安 49.73±8.06、LF/HF 0.64±0.34、酸化ストレス 2314.44±667.18、
唾液アミラーゼ 47.73±24.29 となった。肝領域の⾊彩値は 11 名中 9 名が寒証を⽰す淡⽩
⾆であり、2 名が正常の淡紅⾆であった。⼼領域の⾊彩値は 11 名中 3 名が正常の淡紅⾆で



















































【⽅法】JCHO 星ヶ丘医療センター回復期病棟に⼊院中および退院後の 17 名の外傷性頚髄
損傷者を対象とし、ティルトアップ 30°位で空嚥下を⾏わせ呼吸と嚥下の協調性を分析し
た。計測は PowerLab ⽣体信号測定システムを⽤いて嚥下⾳・喉頭運動・呼吸フローの 3 要
素間の相互関係で嚥下を同定し、嚥下時の呼吸フロー波形から解析した。嚥下時の呼吸フロ
ー解析は、①嚥下開始のタイミング、②嚥下後の呼吸再開パターン、③嚥下性呼吸ポーズ時












関 (r=-0.583、p<0.05)を認めた。ROC 曲線において⾆圧のカットオフ値は 37.9 kPa (AUC 














































【⽅法】通所リハ利⽤者 56 名 (平均年齢 81.4±8.3 歳，男性 20 名，⼥性 36 名)に対して，
⾃記式アンケート調査を実施した．アンケートは，買い物の有無，買い物をしている場合は
作業の領域を問うた．評価項⽬は SF-8，GDS を実施した．また，⾝体機能⾯では握⼒と移
動⼿段，認知機能⾯では HDS-R を，ADL では BI を実施した．基本属性として年齢，性別，
通所期間，家族構成などについて施設カルテから情報収集した． 
【結果】56 名中，買い物に⾏く者は 30 名，⾏かない者は 26 名であった．買い物の有無に
















 本論⽂は，通所リハビリテーション（通所リハ）利⽤者の買い物と健康関連 QOL との関
連性を調査した横断研究であり，義務的な買い物が，社会⽣活機能の⾼さと有意な関連があ
ったことを明らかにしている．この結果は，義務的な買い物が，社会⽣活を営むために必要
で，⼈とのつながりを保ち続け，⽣活機能の維持と関連する可能性を秘めている．これまで，
⾼齢者の買い物と健康関連 QOL と関連性については⼀致した⾒解が得られていなかった．
さらに，先⾏研究では，買い物を⾏為の連続としての活動と捉えていた．今回の調査では，
買い物を作業の視点，すなわち買い物に対する意味から領域（余暇もしくは義務）として捉
えたことは新しい着眼点である．通所リハ利⽤者のニーズとしても上位に挙がっている買
い物に焦点を当てた点でも意義があり，通所リハ計画の⽴案に貢献できるといえる． 
 買い物を個⼈の意味で捉えている点は評価できるが，時間や場所，⽬的によって買い物は
義務的にも，余暇的にもなり得る．今後，さらなる分析が必要となる．また，サンプルサイ
ズが少ないこと，横断研究であることが研究の限界である．しかし，効果量も⽰されている
ことから，縦断研究へとつながる研究成果であるといえる． 
 以上のことから本申請論⽂は、修⼠の学位を授与するに値するものと判定した。 
 
